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文鳥文鳥文鳥文鳥のののの品種品種品種品種とととと遺伝遺伝遺伝遺伝    第第第第２２２２版版版版                                                                        H. Yanagisawa 

 

文鳥にはいくつかの色変わり品種があるが、それらがどのような遺伝子にもとづき、どの

ように遺伝するのか解説した書籍は見当たらない。インターネット上には断片的な情報が

見られるが、もう少しまとまった解説があったほうがよいと考え、このテキストを書いた。

主として、ヨーロッパの情報に依拠しながら、いくぶんかの推測を交えて、まとめてある。 

 

目次   §１  品種と遺伝、概観 

    §２  優性と劣性 シルバー、フォーン、アゲイト 

    §３  遺伝の法則 

    §４  独立の法則 

    §５  伴性遺伝  パステル 

    §６  不完全優性 劣性白 

    §７  致死遺伝子 優性白 

    §８  ポリジーン サクラ 

    §９  相互作用  アルビノ 

    §10  複対立遺伝 フォーン 

    §11  メラニン色素 

    §12  遺伝子のまとめ 

    §13  品種のまとめ 

    §14  繁殖への応用（１）品種の結合 

    §15  繁殖への応用（２）スプリットの利用 

    §16  家系分析 

    交配表 

    問題の解答 

    参考文献 

 

§§§§１１１１    品種品種品種品種とととと遺伝遺伝遺伝遺伝、、、、概観概観概観概観    

文鳥は羽の色によっていくつかの品種に分かれる。品種を考える際、基礎となるのは、野

生の文鳥、またはそれと同じ色をした文鳥である。これを、ノーマル文鳥とよぶ。文鳥の

品種は、すべてノーマル文鳥の色を、部分的に抑制することによって成り立っている。た

とえば、ノーマル文鳥にシルバー遺伝子がはたらくとシルバー文鳥になるが、シルバー遺

伝子は、シルバー文鳥の色をゼロから作り出しているのではない。ノーマル文鳥の色の茶

色い部分を抑制して、シルバー文鳥の色にしているのだ。また、ノーマル文鳥にフォーン

遺伝子がはたらくと、シナモン文鳥になる。これも、ノーマル文鳥の黒い部分を抑制して

シナモン文鳥の色にしている。 
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では、もしシルバー遺伝子とフォーン遺伝子がともに、ノーマル文鳥にはたらいたらどう

なるか？ この場合、二つの遺伝子がともにノーマル文鳥の色を抑制するので、シルバー文

鳥とシナモン文鳥のどちらよりも、色の薄い文鳥ができる。この文鳥を、シルバーイノ文

鳥と呼ぶ。 

 

このように、文鳥の品種は、いくつかの色素抑制遺伝子が、組み合わさってはたらくこと

によって、できている。このテキストの目的は、さまざまな品種を作り出す色素抑制遺伝

子を列挙すること。そして、それらの遺伝子の組み合わせがどのような品種を作り出すの

かを述べることである。また、遺伝子と品種の関係を明らかにすることにより、品種間の

交配がどのような色の文鳥を生むのか、整理する。 

 

※ ここでは簡単のために、色素を抑制する遺伝子だとして説明するが、実際には色素を作り出す遺伝子の欠如が色の

変異を生み出すのだと、私は考えている。 

 

§§§§２２２２    優性優性優性優性とととと劣性劣性劣性劣性    シルバーシルバーシルバーシルバー、、、、フォーンフォーンフォーンフォーン、、、、アゲイトアゲイトアゲイトアゲイト    

生物の細胞の核の中には、染色体というものがあり、そこに遺伝子が存在する。染色体の

特定の場所に、シナモン文鳥はフォーン遺伝子をもつ。ノーマル文鳥はその場所に、フォ

ーンとは別の遺伝子をもつ。そこで、フォーン遺伝子を fwn、フォーンではない（ノーマル

型の遺伝子）を fwn+ または単に + と表すことにする。遺伝子はふつうは二個で一組であ

る。シナモン文鳥はフォーン遺伝子二個もつので、fwn/fwn と表す。ノーマル文鳥はシナモ

ンではない遺伝子を二個もつので、fwn+/fwn+ または +/+ と表す。また、雑種などの場合

は、fwn と fwn+を一つずつもつこともある。このときは fwn/fwn+ または fwn/+ と表す。 

 

※ 遺伝学では、gene（遺伝子）、allele（アレル、対立遺伝子、gene のとる状態のこと）、locus（座位、遺伝子座、gene

の存在する場所のこと）の概念を使い分けることが多い。ここでは、慣用によって、また簡単のために、曖昧なまま用

語を使う。 

 

fwn と fwn+ は対立遺伝子であるという。また、対立遺伝子の組み合わせ、fwn/+、fwn/+、

+/+ のことを遺伝子型という。遺伝子型が fwn/fwn、または +/+ であるときはホモ接合型

（同じという意味）であるといい、fwn/+であるときはヘテロ接合型（異なるという意味）

という。 

 

シナモン鳥とノーマル文鳥以外の文鳥もみな、fwn または + のどちらかの遺伝子をもって

いる。その文鳥の遺伝子型が fwn/fwn であるときは、フォーン遺伝子がはたらいて、黒い

色素が減って羽色が茶色になり、眼が赤くなる。つまり、シルバーイノ文鳥や、クリーム
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文鳥のように赤眼の文鳥は、遺伝子型が fwn/fwn である。 

 

遺伝子型がノーマル型の +/+ であるときには、フォーン遺伝子ははたらかない。さらに、

遺伝子型が fwn/+ であるときにも、フォーン遺伝子ははたらかず、外見は+/+と同じにな

る。これは遺伝子 + が fwn に対して優先してはたらくからである。+ を優性遺伝子、fwn

を劣性遺伝子という。 

 

遺伝子によって引き起こされる外見の状態を、表現型という。遺伝子型が、fwn/fwn であれ

ば、表現型はシナモン、fwn/+ または +/+ であれば、表現型はノーマルである。 

 

つぎに、シルバー文鳥について考える。シルバー文鳥はシルバー遺伝子のペア slv/slv をも

っている。（この遺伝子は、フォーン遺伝子とは別な場所にある。）ノーマル文鳥は、シル

バー遺伝子に対立する遺伝子（色素の抑制をしない遺伝子）のペア slv+/slv+（または、+/+

とも書く）をもっている。シルバーとノーマル以外の文鳥も、slv/slv、slv/+、+/+、のどれ

かの遺伝子型をもっている。遺伝子型が slv/slv のときは、シルバー遺伝子がはたらいて茶

色い色素が減り、羽が灰色になる。遺伝子型が slv/+のときは、シルバー遺伝子ははたらか

ない。つまり、シルバー遺伝子 slv は（ + に対して）劣性である。 

 

※ fwn+ と slv+ をともに + と表すのはやや雑であるが、混乱のおそれがない限りは、この表記を用いる。一般に、

変異種の遺伝子記号にたいして、 + はノーマル型の対立遺伝子を表す。 

 

シナモン文鳥にはフォーン遺伝子がはたらいているが、シルバー遺伝子ははたらいていな

い。シルバー文鳥にはフォーン遺伝子ははたらいていないが、シルバー遺伝子がはたらい

ている。フォーン遺伝子とシルバー遺伝子がともにはたらくと、ノーマル文鳥の体色は二

重に抑制されて、シルバーイノ文鳥になる。遺伝子ごとの遺伝子型をまとめると、次にな

る。 

 

表現型 フォーン遺伝子 シルバー遺伝子 

ノーマル +/+ +/+ 

シナモン fwn/fwn +/+ 

シルバー +/+ slv/slv 

シルバー・イノ fwn/fwn slv/slv 

 

以下、様々な遺伝子について議論するため、遺伝子記号は、議論に必要な部分のみ書く。

ある遺伝子がノーマル型と同じ場合は、必要がない限り、省略する。たとえば、フォーン

とシルバーについて議論しているときは、“+/+, fwn/fwn”と“fwn/fwn”は同じものを表す。 
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劣性の遺伝子がヘテロで存在しているとき、外見ではその遺伝子をもっていることが分か

らない。このような状態をスプリットということがある。このような状態を、 

 

表現型 sp 遺伝子、表現型／遺伝子 

 

と表す。（以下、／は使わず、sp による表記を用いる。）たとえば、遺伝子型が fwn/+ であ

るとき、外見はノーマル文鳥でフォーン遺伝子をスプリットでもっている。この状態を、

ノーマル sp フォーン、と表す。また逆に、ノーマル sp シルバー、とあれば、遺伝子型は、

slv/+ であると分かる。 

 

遺伝子型が、slv/slv, fwn/+ であれば、外見はシルバーで、フォーン遺伝子をスプリットに

もっているので、シルバーsp フォーンである。 

 

遺伝子型が、slv/+, fwn/+ ならば、外見はノーマルで、シルバーとフォーンをスプリットに

もっているので、ノーマル sp シルバー，フォーンである。 

 

問題問題問題問題 2222----1111 アゲイト遺伝子（記号 agt、対立するノーマル型は + とする。）は、シルバーや

フォーンと同じように、ノーマルに対して劣性な遺伝子である。次の sp 記法を、遺伝子型

になおせ。 

（１） アゲイト （２）ノーマル sp アゲイト （３）シルバーsp アゲイト 

（４）アゲイト sp シルバー （５）ノーマル sp アゲイト，シルバー 

 

問題問題問題問題 2222----2222 次の遺伝子型を、sp 表記にせよ。 

（１）fwn/fwn （２）fwn/fwn, agt/+  （３）fwn/+, agt/agt （４）fwn/+, agt/+ 

 

§§§§３３３３    遺伝遺伝遺伝遺伝のののの法則法則法則法則    

ノーマル文鳥とシルバー文鳥のあいだから生まれた雛は、すべてノーマルになる。この雛

を、一代目の子という意味で、Ｆ１という。 

 

 ノーマル×シルバー → Ｆ１（ノーマル） 

 

このＦ１ノーマル同士のあいだから生まれた子どもＦ２は、ノーマルの数が 75％で、シル

バーの数が 25％になる 

 

 Ｆ１（ノーマル）×Ｆ１（ノーマル）→Ｆ２（ノーマル）75％、Ｆ２（シルバー）25％ 
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（Ｆ１のあいだから生まれた子を、二代目の子どもという意味で、Ｆ２とよぶ。近親交配

は不健康な子どもが生まれる可能性があるので、好ましくない。実際の繁殖では、兄弟で

あるＦ１同士を交配するのは避けるが、ここでは簡単のために、Ｆ１同士の交配を考える。） 

 

以上のことを遺伝子によって説明する。 

 

シルバー文鳥はシルバー遺伝子のペア slv/slv をもち、ノーマル文鳥はシルバーと対立する

ノーマル型遺伝子のペア +/+ をもっている。シルバー文鳥が精子または卵をつくるとき、

二つの遺伝子のうち片方を与える。つまりシルバー文鳥の精子または卵は slv という遺伝

子をもつ。同様に、ノーマル文鳥の精子または卵は、+ 遺伝子をもつ。 

 

ノーマル文鳥の卵と精子が合体するとき、これらの遺伝子が合わさり、受精卵は二個の遺

伝子をもつ。 

 

 ノーマルの卵（ + ）＋ノーマルの精子（ + ）→ ノーマルの受精卵（ +/+ ） 

 

そして、この受精卵が成長して、ノーマル文鳥になる。 

 

 ノーマルの受精卵（ +/+ ）→ ノーマル文鳥（ +/+ ） 

 

シルバー文鳥についても、同様のことが成り立つ。 

 

 シルバーの卵（ slv ）＋シルバーの精子（ slv ）→ シルバーの受精卵（ slv/slv ） 

 シルバーの受精卵（ slv/slv ）→シルバー文鳥（ slv/slv ） 

 

つぎに、ノーマルのメスとシルバーのオスの場合を考える。 

 

 ノーマルの卵（ + ）＋シルバーの精子（ slv ）→Ｆ１受精卵（ slv/+ ） 

 Ｆ１受精卵（ slv/+ ）→Ｆ１（ slv/+ ） 

 

このように、ノーマルとシルバーのＦ１は slv と + の両方の遺伝子をもつ。しかし、見た

目はノーマル文鳥と同じである。ノーマルのもつ遺伝子 + は、シルバーのもつ遺伝子 slv

に対して優性だからである。 

 

ノーマルのオスとシルバーのメスの場合も同様のことがいえる。そこで、卵や精子を省い
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て次のように表すことにする。 

 

 ノーマル（ +/+ ）×シルバー（ slv/slv ）→Ｆ１（ slv/+ ） 

 

つぎにＦ１とＦ１の交配を考える。Ｆ１は遺伝子 slv/+ をもつから、その精子は遺伝子 slv

と + のどちらかをもつ。また卵も slv と+ のどちらかをもつ。したがって、つぎの四通り

の場合が起こる。 

 

 Ｆ１の卵（ + ）＋Ｆ１の精子（ + ）→Ｆ２受精卵（ +/+ ）  ノーマル 

 Ｆ１の卵（ + ）＋Ｆ１の精子（ slv ）→Ｆ２受精卵（ slv/+ ） ノーマル 

 Ｆ１の卵（ slv ）＋Ｆ１の精子（ + ）→Ｆ２受精卵（ slv/+ ） ノーマル 

 Ｆ１の卵（ slv ）＋Ｆ１の精子（ slv ）→Ｆ２受精卵（ slv/slv ） シルバー 

 

ここで、ノーマル + がシルバー slv に対して優性であるから、+/+、slv/+ はノーマルにな

り、slv/slv はシルバーになる。そのため、Ｆ２では全体の３／４がノーマルになり、１／

４がシルバーになる。 

 

これを次の表のようにあらわすと、分かりやすい。 

 

F1 の精子 
 

+ slv 

+ +/+ slv/+ F1 

の 

卵 slv slv/+ slv/slv 

 

この表において、表現型がノーマルになる部分に影をつけると、つぎのようになり、Ｆ２

のうち３／４がノーマル、1／４がシルバーになることが分かる。 

 

F1 の精子 
 

+ slv 

+ +/+ slv/+ F1 

の 

卵 slv slv/+ slv/slv 

 

したがって、Ｆ２については、ノーマルの数：シルバーの数＝３：１（＝75％：25％）に
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なる。この、表現型の数の比のことを、分離比という。 

 

問題問題問題問題 3333----1111 ノーマル文鳥とシナモン文鳥を交配させて、Ｆ１が生まれた。 

（１） Ｆ１の遺伝子型を答えよ。 

（２） Ｆ１同士から生まれるＦ２はどんな文鳥か？ 表現型と分離比を求めよ。 

（３） Ｆ１とノーマル文鳥からはどんな文鳥が生まれるか？ 

（４） Ｆ１とシナモン文鳥からはどんな文鳥が生まれるか？表現型と分離比を求めよ。 

 

§§§§４４４４    独立独立独立独立のののの法則法則法則法則    

シルバー文鳥とシナモン文鳥のあいだから生まれた文鳥Ｆ１はすべてノーマル文鳥になる。

Ｆ１のあいだから生まれた文鳥は、ノーマル文鳥 9/16、シルバー文鳥 3/16、シナモン文鳥

3/16、シルバーイノ文鳥 1/16、の割合になる。 

 

 シルバー文鳥×シナモン文鳥 → Ｆ１（ノーマル） 

 

 Ｆ１（ノーマル）×Ｆ１（ノーマル） → Ｆ２（ノーマル）9/16、Ｆ２（シルバー）

3/16、Ｆ２（シナモン）3/16、Ｆ２（シルバーイノ）1/16 

 

このことを遺伝子によって説明する。ノーマル文鳥にシルバー遺伝子がはたらくと、シル

バー文鳥になる。また、フォーン遺伝子がはたらくとシナモン文鳥になる。またシナモン

遺伝子とフォーン遺伝子がともにはたらくとき、シルバーイノ文鳥になる。 

 

つまり、シルバー文鳥の遺伝子型は、slv/slv, +/+、シナモン文鳥の遺伝子型は +/+, fwn/fwn、

シルバーイノ文鳥の遺伝子型は、slv/slv, fwn/fwn である。 

 

シルバーとシナモンの交配について考える。以下、精子または卵を配偶子と呼ぶ。 

 

 シルバー（ slv/slv, +/+ ）→シルバーの配偶子（ slv, + ） 

 シナモン（ +/+, fwn/fwn ）→シナモンの配偶子（ +, fwn ） 

 

 シルバーの配偶子（ slv, + ）＋シナモンの配偶子（ +, fwn ）→Ｆ１受精卵（ slv/+, 

fwn/+ ） 

 

※ 前半の + は slv+、後半の + は fwn+ の意である。 

 

したがって、シルバーとシナモンのＦ１の遺伝子型は slv/+, fwn/+、表現型はノーマルにな
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る。（ノーマルｓｐシルバー，フォーンといってもいい） 

 

このＦ１（ノーマル）の配偶子は、シルバー遺伝子にかんして slv または +、フォーン遺

伝子に関しては fwn または +、の遺伝子をもつ。したがって、これらの配偶子が受精した

ときの遺伝子型は次の表になる。 

 

Ｆ１の精子  

+, + +, fwn slv, + slv, fwn 

+, + +/+, +/+ +/+, fwn/+ slv/+, +/+ slv/+, fwn/+ 

+, fwn +/+, fwn/+ +/+, fwn/fwn slv/+, fwn/+ slv/+, fwn/fwn 

slv, + slv/+, +/+ slv/+, fwn/+ slv/slv, +/+ slv/slv, fwn/+ 

Ｆ１ 

の 

卵 

slv, fwn slv/+, fwn/+ slv/+, fwn/fwn slv/slv, fwn/+ slv/slv, fwn/fwn 

 

遺伝子型 slv/slv, fwn/fwn をもつものは一個ある。これはシルバーイノ文鳥になる。 

 

Ｆ１の精子  

+, + +, fwn slv, + slv, fwn 

+, + +/+, +/+ +/+, fwn/+ slv/+, +/+ slv/+, fwn/+ 

+, fwn +/+, fwn/+ +/+, fwn/fwn slv/+, fwn/+ slv/+, fwn/fwn 

slv, + slv/+, +/+ slv/+, fwn/+ slv/slv, +/+ slv/slv, fwn/+ 

Ｆ１ 

の 

卵 

slv, fwn slv/+, fwn/+ slv/+, fwn/fwn slv/slv, fwn/+ slv/slv, fwn/fwn 

 

遺伝子型 slv/slv, */+（ * は + または fwn のどちらかの意味）をもつものは三個ある。こ

れはシルバー文鳥になる。 

 

Ｆ１の精子  

+, + +, fwn slv, + slv, fwn 

+, + +/+, +/+ +/+, fwn/+ slv/+, +/+ slv/+, fwn/+ 

+, fwn +/+, fwn/+ +/+, fwn/fwn slv/+, fwn/+ slv/+, fwn/fwn 

slv, + slv/+, +/+ slv/+, fwn/+ slv/slv, +/+ slv/slv, fwn/+ 

Ｆ１ 

の 

卵 

slv, fwn slv/+, fwn/+ slv/+, fwn/fwn slv/slv, fwn/+ slv/slv, fwn/fwn 
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遺伝子型 */+, fwn/fwn をもつものは三個ある。これはシナモン文鳥になる。 

 

Ｆ１の精子  

+, + +, fwn slv, + slv, fwn 

+, + +/+, +/+ +/+, fwn/+ slv/+, +/+ slv/+, fwn/+ 

+, fwn +/+, fwn/+ +/+, fwn/fwn slv/+, fwn/+ slv/+, fwn/fwn 

slv, + slv/+, +/+ slv/+, fwn/+ slv/slv, +/+ slv/slv, fwn/+ 

Ｆ１ 

の 

卵 

slv, fwn slv/+, fwn/+ slv/+, fwn/fwn slv/slv, fwn/+ slv/slv, fwn/fwn 

 

その他の九個は、遺伝子型が */+, */+ であるのでノーマル文鳥になる。 

 

Ｆ１の精子  

+, + +, fwn slv, + slv, fwn 

+, + +/+, +/+ +/+, fwn/+ slv/+, +/+ slv/+, fwn/+ 

+, fwn +/+, fwn/+ +/+, fwn/fwn slv/+, fwn/+ slv/+, fwn/fwn 

slv, + slv/+, +/+ slv/+, fwn/+ slv/slv, +/+ slv/slv, fwn/+ 

Ｆ１ 

の 

卵 

slv, fwn slv/+, fwn/+ slv/+, fwn/fwn slv/slv, fwn/+ slv/slv, fwn/fwn 

 

したがって、全部で１６通りある可能性のうち、ノーマル文鳥は９通り、シルバー文鳥と

シナモン文鳥がそれぞれ３通り、シルバーイノ文鳥が１通りになる。 

 

（以後問題中では、断らない限りスプリットはもたないとする。） 

問題問題問題問題 4444----1111 次の交配をして生まれる文鳥の、表現型と分離比を求めよ。 

（１） シルバーsp フォーン×シナモン 

（２） シルバーsp フォーン×シルバーsp フォーン 

（３） シルバーsp フォーン×シナモン sp シルバー 

（４） ノーマル sp フォーン×ノーマル sp シルバー 

 

問題問題問題問題 4444----2222 アゲイト遺伝子（記号 agt、対立するノーマル型は + とする。）は、シルバーや

フォーンと同じように、ノーマルに対して劣性な遺伝子である。 

（１） アゲイトとシルバーを交配して生まれるＦ１の遺伝子型を答えよ。 

（２） Ｆ１同士を交配して生まれるＦ２の表現型と分離比を答えよ。ただし、遺伝子型が

slv/slv, agt/agt である文鳥は、シルバーとアゲイトの結合品種である、シルバー・

アゲイトである。 
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§§§§５５５５    伴性遺伝伴性遺伝伴性遺伝伴性遺伝    パステルパステルパステルパステル    

オスのパステル文鳥とメスのノーマル文鳥を交配すると、そのＦ１は、オスはすべてノー

マルになり、メスはすべてパステルになる。 

 

 パステル（オス）×パステル（メス） → ノーマル（オス）、パステル（メス） 

 

これは性染色体という特別な染色体に関係している。 

 

ノーマル文鳥にパステル遺伝子 pst がはたらくと、全体に色が薄くなって、パステル文鳥に

なる。ノーマル文鳥は pst に対立する遺伝子 + をもっている。pst は + にたいして劣性で

ある。パステル遺伝子 pst（および対立遺伝子 + ）は性染色体の上にのっているので、つ

ぎのような特別な性質がある。 

 

オスの文鳥は + または pst を二個もつが、メスは一個しかもたない。つまり、ノーマルと

パステルの遺伝子型は次になる。 

 

ノーマル（オス） +/+ 

ノーマル sp パステル（オス） pst/+ 

ノーマル（メス） +/W 

パステル（オス） pst/pst 

パステル（メス） pst/W 

 

W はＷ染色体というメスがもつ性染色体（の片方）を表している。W にはパステル遺伝子

が存在しないので、pst と + のどちらも持たない。詳述はしないが、以降では、pst でも + 

でもない記号と考えておけば十分である。W を持つのはメスだけであり、逆に、メスはみ

な一つだけ W を持つ。 

 

※ つまり、メスが pst をスプリットに持つことはない。 

 

オスのパステル文鳥とメスのノーマル文鳥の交配にもどる。パステル文鳥の精子は遺伝子

pst をもち、ノーマル文鳥の卵は遺伝子 + または W をもつ。したがって受精卵は、 

 

 パステル精子（ pst ）＋ノーマル卵（ + ）→受精卵（ pst/+ ） 

 パステル精子（ pst ）＋ノーマル卵（ W ）→受精卵（ pst/W ） 

 

の二通りがある。遺伝子型が pst/+ のときは、遺伝子を二個もつので、オスになる。また、
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+ は pst にたいして優性なので、表現型はノーマルである。遺伝子型が pst/W のときは、

遺伝子は一個なので、メスである。pst のみをもつので、表現型はパステルである。 

 

パステル・オス pst/pst  

pst 

+ pst/+ （ノーマル・オス） ノーマル・メス 

+/W W pst/W （パステル・メス） 

 

このように性染色体上にある遺伝子による遺伝を伴性遺伝という。また、性染色体でない

染色体を常染色体という。常染色体上にある遺伝子は伴性遺伝をしない。 

 

伴性遺伝では、両親の性別によって、遺伝の結果が異なる。上記の例で、性別が逆の場合

を見てみよう。 

 

 ノーマル（オス）×パステル（メス） → ノーマル 

 

ノーマル・オス +/+  

+ 

pst pst/+ （ノーマル・オス） パステル・メス 

pst/W W +/W  （ノーマル・メス） 

 

伴性遺伝を利用すると、ヒナの時点で性別を判定できる場合がある。 

 

オスのクリーム文鳥と、メスのシナモン文鳥から生まれる子は、シナモン文鳥とクリーム

文鳥である。もしシナモン文鳥なら、それはオスで、クリーム文鳥ならばメスである。シ

ナモンとクリームのヒナは似ているが、シナモン文鳥の方は、尾羽などが、他の部分にく

らべて少し濃い色をしている。この部分に着目して、ヒナの性別を決めることができる。 

 

 クリーム（オス）×シナモン（メス） → シナモン（オス）、クリーム（メス） 

 

これは、次のように説明される。ノーマル文鳥にフォーン遺伝子がはたらくとシナモン文

鳥になり、フォーン遺伝子の他にパステル遺伝子がはたらくと、クリーム文鳥になる。つ

まり、クリームとはパステルとシナモンの結合品種である。したがって、次のようになる。 
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ノーマル・オス fwn/fwn, pst/pst  

fwn, pst 

fwn, + fwn/fwn, pst/+ （シナモン・オス） シナモン・メス 

fwn/fwn, +/W fwn, W fwn/fwn, pst/W （クリーム・メス） 

 

問題問題問題問題 5555----1111 パステルのオスとノーマルのメスを交配して、Ｆ１を得る。このＦ１同士から生

まれるＦ２の表現型（性別も）と分離比を求めよ。 

 

問題問題問題問題 5555----2222 ノーマルのオスとパステルのメスを交配して、Ｆ１を得る。このＦ１同士から生

まれるＦ２の表現型（性別も）と分離比を求めよ。 

 

問題問題問題問題 5555----3333 シナモン sp パステル（オス）とシナモン（メス）を交配して生まれる文鳥の表

現型（性別も）と分離比を求めよ。 

 

§§§§６６６６    不完全優性不完全優性不完全優性不完全優性    劣性白劣性白劣性白劣性白    

白文鳥には二種類ある。一つ目は、ヒナのとき背中に灰色の目立つ斑があるタイプで、こ

れは優性白遺伝子がはたらいている。二つ目は、ヒナのときから純白なタイプで、劣性白

遺伝子がはたらいている。ここでは劣性白遺伝子について述べる。 

 

ノーマル文鳥に劣性白遺伝子 rwh がはたらくと、全身が白い文鳥になる。この劣性白文鳥

とノーマル文鳥を掛け合わせると、白とノーマルの色がまだらになったパイド文鳥が生ま

れる。これは、ノーマル型の + が rwh に対して完全な優性ではなく、遺伝子型が +/+ の

ときは、ノーマルであるが、rwh/+ のときはパイド、rwh/rwh のときは白文鳥になるから

である。このような性質を、共優性または不完全優性という。 

 

劣性白（ rwh/rwh ）×ノーマル（ +/+ ） → パイド（ rwh/+ ） 

 

このパイド文鳥の間からは、ノーマル、パイド、劣性白が１：２：１の割合で生まれる。 

 

パイド（ rhw/+ ）×パイド（ rwh/+ ） → ノーマル（ +/+ ）、パイド（ rwh/+ ）、劣

性白（rwh/rwh） 
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rhw/+ 
 

+ rhw 

+ +/+ rhw/+ 
rhw/+ 

rwh rhw/+ rhw/rhw 

 

 

パイド化は元の文鳥の色を変更せずに起きる。そのため、通常はノーマル文鳥の色と白い

部分がまだら状に交じり合うが、たとえば、シナモン文鳥がパイド化したとき、つまり、

遺伝子型が rwh/+, fwn/fwn であるときは、シナモンの色と白い部分が交じり合ったパイド

になる。これを、シナモン・パイドと呼ぶ。 

 

※ 海外のサイトでは、パイド遺伝子と劣性白遺伝子を別のものとしているのがある。また、そのように考えた方がよ

い交配の例もいくつか見聞きした事がある。もしかしたら、パイド遺伝子と劣性白遺伝子が同一の染色体上にあって（つ

まり連鎖して）、一緒にはたらくが、まれに組み換えが起きて、別々にはたらくのかも知れない。 

 

問題問題問題問題 6666----1111 次の交配で生まれる文鳥の表現型と分離比を求めよ 

（１） 劣性白×パイド 

（２） シナモン・パイド×シナモン 

（３） 劣性白 sp シナモン×シナモン 

（４） パステル（オス）×劣性白 

 

§§§§７７７７    ポリジーンポリジーンポリジーンポリジーン    サクラサクラサクラサクラ    

桜文鳥は、頭部や顎などに白い差し毛があり、胸の茶色に濃淡がある。この差し毛や濃淡

の現われる性質をサクラと呼ぶことにしよう。（つまり、桜文鳥はノーマル・サクラである。）

サクラの遺伝は、これまでのような単純な法則に従わない。サクラとサクラでない（差し

毛や濃淡のない）文鳥を交配すると、サクラになる。桜文鳥の白い毛の少ないもの同士を

交配すると、白い毛は少なくなり、多いもの同士では逆に多くなっていく。しかし、白い

毛を完全になくすのは難しく、白い毛がほとんどなくなっても、顎の辺りに少量の毛がみ

られることが良くある。 

 

これは、サクラを引き起こす遺伝子が複数あって、その中に優性のものが多く含まれるか

らだと考えられる。このような、多数の遺伝子による遺伝をポリジーン（polygene）と呼

ぶ。 

 

たとえば、シナモン文鳥と桜文鳥を交配し、そのＦ１同士から、Ｆ２が生まれたとする。
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このときＦ２は、フォーン遺伝子に関しては、ノーマル：シナモン＝３：１になる。しか

し、このとき生まれるノーマルは、ほとんどがサクラとなる。また、シナモンも白い差し

毛を生じ、あえて言えば、シナモン・サクラとなる。つまり、桜：シナモン・サクラ＝３：

１である。 

 

サクラを単一の遺伝子記号で書くことはできないが、あえて、skr と書くことにすれば、次

のようになる。 

 

シナモン（ fwn/fwn, + ）×桜（ +/+, skr ）→Ｆ１桜（ fwn/+, skr ） 

Ｆ１桜（ fwn/+, skr）×Ｆ１桜（ fwn/+, skr）→桜（ +/+, skr ）、桜（ fwn/+, skr ）、シ

ナモン・サクラ（ fwn/fwn, skr ） 

 

歴史的には、サクラの性質は輸入された野生の文鳥（並文鳥）と国内で繁殖された文鳥（桜

文鳥）を見分けるために利用された。白い差し毛は飼鳥化された文鳥の目印だったのであ

る。 

 

※ このセクションでは、サクラの形質に着目した。通常は、シルバーやシナモンがサク

ラの遺伝子を持っていても、たんにシルバー、シナモンと呼ばれる。 

 

問題問題問題問題 7777----1111    

（１） シルバー文鳥と桜文鳥のあいだに生まれるのは、どんな文鳥か？ 

（２） このとき生まれた文鳥とシルバー文鳥のあいだにはどんな文鳥が生まれるか？ 表

現型と分離比を求めよ。 

 

§§§§８８８８    致死遺伝子致死遺伝子致死遺伝子致死遺伝子    優性白優性白優性白優性白    

優性白遺伝子 Dwh をもつタイプの白文鳥は、長く桜文鳥と交配され、優性白遺伝子のほか

にサクラ遺伝子をもっている。そのため、この白文鳥の子孫は、多くの場合、白い差し毛

をもつ。 

 

文鳥の受精卵の遺伝子型が Dwh/Dwh である場合には、その卵は孵化しない。（中止卵とい

う。）このような遺伝子を致死遺伝子という。Dwh はノーマル型の + にたいして優性なの

で、遺伝子型が Dwh/+ であるばあいには白文鳥になり、+/+ のときにはノーマル型である。 

 

そのため、優性白文鳥のあいだから産まれるのは、中止卵：優性白文鳥：桜文鳥＝１：２：

１である。 
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優性白（ Dwh/+ ）×優性白（ Dwh/+ ）→中止卵（ Dwh/Dwh ）、優性白（ Dwh/+ ）、

桜（ +/+ ） 

 

Dwh/+ 
 

+ Dwh 

+ +/+ Dwh/+ 
Dwh/+ 

Dwh Dwh/+ +/+ 

 

 

中止卵を産むのを避けるため、優性白文鳥は桜文鳥と交配することが多い。この場合、優

性白と桜が半分ずつ生まれる。 

 

優性白（ Dwh/+ ）×桜（ +/+ ）→優性白（ Dwh/+ ）、桜（ +/+ ） 

 

+/+ 
 

+ 

+ +/+ 
Dwh/+ 

Dwh Dwh/+ 

 

§§§§９９９９    相互作用相互作用相互作用相互作用    アルビノアルビノアルビノアルビノ    

遺伝子型が rwh/rwh, slv/slv である文鳥の表現型はどんなだろうか？ この文鳥にはシル

バー遺伝子がはたらいているので、シルバーの羽の色になるが、さらに白遺伝子もはたら

いて全身が白くなる。そのため、外見からでは、シルバー遺伝子がはたらいているかどう

かが分からなくなってしまう。このように一方の遺伝子の効果によって他方の遺伝子の効

果が見えなくなることを上位性（epistasis）という。 

 

白文鳥は全身が白いので、他の遺伝子がはたらいていて色の変化が起きても、それが外見

からは分からない。例外は、フォーン遺伝子である。フォーン遺伝子は目の色を赤くする

ので、白文鳥にフォーン遺伝子がはたらいたばあい、目の赤い白文鳥になる。これは、ア

ルビノ（albino）と呼ばれる。 

 

※ 多くの生物において色素が欠落して、体色が白に近く、赤い目になる変異型がある。このような個体をアルビノと

呼ぶ。 
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ただし、優性白文鳥は、ヒナのときに背中に色のついた部分があるので、この部分の色が

変化することによって、遺伝子型を推測できる場合がある。フォーン遺伝子がはたらいて

いる場合は、背中が薄茶のシナモンのヒナと同じ色になる。 

 

アルビノには二種類がある。劣性白とフォーンが組み合わさった劣性アルビノ（rwh/rwh, 

fwn/fwn）と、優性白とフォーンが組み合わさった優性アルビノ（Dwh/+, fwn/fwn）であ

る。 

 

優性アルビノの間から生まれるのは、中止卵：優性アルビノ：シナモン・サクラ＝１：２：

１である。 

 

優性アルビノ（  Dwh/+, fwn/fwn ）×優性アルビノ（  Dwh/+, fwn/fwn ）→中止卵

（ Dwh/Dwh, fwn/fwn ）、優性アルビノ（ Dwh/+, fwn/fwn ）、シナモン・サクラ（ +/+, 

fwn/fwn ） 

 

Dwh/+, fwn/fwn 
 

+, fwn Dwh, fwn 

+, fwn +/+, fwn Dwh/+, fwn/fwn Dwh/+  

fwn/fwn Dwh, fwn Dwh/+, fwn/fwn Dwh/Dwh, fwn/fwn 

 

 

※ 他に、シルバー、シナモン、パステルが全てはたらいて、色が非常に薄くなった文鳥や、パイド化したシナモンの

うち、白い部分がほとんどのものなども、アルビノのように見える。またアゲイトも暗赤色の目をもつので、これと白

の結合品種も、アルビノに近い。 

 

問題問題問題問題    9999----1111    

（１） 優性アルビノとシナモンを交配したとき生まれる文鳥の、表現型と分離比を求めよ。 

（２） 劣性アルビノとシナモンを交配したとき生まれる文鳥の、表現型と分離比を求めよ。 

 

問題問題問題問題 9999----2222 劣性白とシナモンを交配して、Ｆ１を得た。 

（１）Ｆ１の遺伝子型を答えよ。 

（２）Ｆ１のあいだから生まれるＦ２の表現型と分離比を求めよ。 
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§§§§１０１０１０１０    複対立遺伝複対立遺伝複対立遺伝複対立遺伝    フォーンフォーンフォーンフォーン    

オランダでは、シナモン文鳥は、色の濃いモカブラウン（Mokkabruin）と色の薄いレッド

ブラウン（Roodbuin）の二種類に分けられている。つまり、二種類のフォーン遺伝子が存

在する。そこで、モカブラウンを fwn1 、レッドブラウンを fwn2、ノーマルを + としよ

う。このように三種以上の対立遺伝子が存在する遺伝を、複対立遺伝という。これらの、

優性＞劣性の関係は、 

 

+ ＞ fwn1 ＞ fwn2 

 

である。したがって遺伝子型と表現型の対応は次のようになる。 

 

fwn2/fwn2 レッドブラウン 

fwn2/fwn1 モカブラウン 

fwn2/+   ノーマル 

fwn1/fwn1 モカブラウン 

fwn1/+   ノーマル 

+/+     ノーマル 

 

この分類は、他の遺伝子との組み合わせにも影響する。たとえば、クリーム文鳥は、フォ

ーンとパステルの組み合わせだが、フォーン遺伝子がレッドブラウンなのかモカブラウン

なのかで、二種に分けられることになる。 

 

ただし、日本国内ではこれらを分けることなく流通しているので、このテキストでも以下

シナモンは分けず、一括して fwn として扱う。 

 

問題問題問題問題 10101010----1111 ヘテロ接合のモカブラウン文鳥とレッドブラウン文鳥を交配したときに生まれ

る文鳥の、表現型と分離比を求めよ。 

 

問題問題問題問題 10101010----2222 ノーマル sp モカブラウン×ノーマル sp レッドブラウンから生まれる文鳥の、

表現型と分離比を求めよ。 

 

§§§§11111111    メラニンメラニンメラニンメラニン色素色素色素色素    

透明なガラスを砕いて粉々にすると、白い粉になる。これは細かく砕けたガラスが、すべ

ての方向にあらゆる光を反射しているからである。文鳥の羽も透明なタンパク質であるが、

微細な構造によって、白く見える。この白い羽毛の上に存在する色素によって、文鳥の色

が決まる。 
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ノーマル文鳥の羽毛の色は、メラニンという色素が存在することによって作り出されてい

る。メラニンには、黒色のユーメラニン（ eumelanin）と茶色のフェオメラニン

（pheomelanin）の二種類がある。メラニンが存在しない状態では、羽毛は白色に見えるの

で、メラニンを減少させると文鳥の体色は薄くなって、白色に近づく。眼にはユーメラニ

ンが存在して、黒色であるが、ユーメラニンが存在しない状態では、血管の赤色により赤

眼になる。足、嘴、アイリングにはメラニンが存在せず、赤ないしは肌色をしている。こ

の部分はどの品種でも同じ色である。 

 

※ ヒナのときは嘴にもメラニンが存在するので、品種によって、色が異なる。 
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§§§§12121212    遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子のまとめのまとめのまとめのまとめ    

ノーマル文鳥の体色を変更する遺伝子の一覧を掲げる。 

 

遺伝子 

英語名 

記号 

優／劣 染色体 性質 

サクラ 

white spotted 

(skr) 

ポリジ

ーン 

ポリジーン 頭部や顎を中心に白い差し毛を生じる。また胸の茶

色い部分に濃淡ができる。差し毛と濃淡の程度に

は、個体によってかなり差がある。ノーマルと判別

の難しいものもあるが、顎の差し毛によって、この

遺伝子がはたらいていると判断できる。シルバー文

鳥やシナモン文鳥などがこの遺伝子をもつ場合も

同様に差し毛や濃淡が生じるが、有無を見分けるの

が難しい場合も多い。 

優性白 

dominant 

white 

Dwh 

優性 常染色体 弥富市などで生産される白文鳥はこの遺伝子をも

っている。他にどのような遺伝子をもっていても、

この遺伝子があれば、全身が白くなる。雛の時には

白い毛と灰色の毛が混在する。換羽のたびに灰色の

毛はへって白くなっていく。この灰色の部分は、他

の遺伝子の影響を受けて変化する。致死遺伝子。 

劣性白 

recessive 

white 

rwh 

不完全

優性 

常染色体 海外で生産される白文鳥は、多くがこの遺伝子をも

っている。他にどのような遺伝子をもっていても、

この遺伝子がホモ接合であれば、全身が白くなる。

雛のときから全身が白い。 

ヘテロ接合のときは、ノーマル文鳥にはたらくと、

全身がノーマル文鳥の色と白のまだら状になる。白

い部分の割合は個体差があり、ほとんど白文鳥のよ

うになるものもある。シルバー文鳥やシナモン文鳥

などがこの遺伝子をもつ場合も、白いまだらが生

じ、シナモンパイド、シルバーパイドなどと呼ばれ

る。サクラ遺伝子とこの遺伝子のどちらがはたらい

ているのか判別が難しい場合も多い。本来の体色に

白色が混じる場合には、サクラ遺伝子。白地にもと

の色が混じる場合や背に白色が混じる場合には、劣

性白遺伝子と考えられる。 

シルバー 劣性 常染色体 主に茶色い色素を減少させ、体色を薄くする。 
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silver, opal 

slv 

フォーン 

fawn, isabel, 

brown 

fwn 

fwn1, fwn2 

劣性 

(複対立) 

常染色体 主に黒い色素を減少させ、体色を薄くする。とくに

眼球の色素にも作用し、この遺伝子をもつときは赤

眼になる。 

色の濃いものはモカブラウン、色の薄いレッドブラ

ウンに分類される。 

アゲイト 

agate, topaz 

agt 

劣性 常染色体 頭部、尾羽の黒い部分が焦げ茶色になり、眼の色が

暗赤色になる。 

パステル 

pastel, dilute 

pst 

劣性 性染色体 黒い色素と茶色い色素をともに減少させ、体色を薄

くする。 

 

 

§§§§13131313    品種品種品種品種のまとめのまとめのまとめのまとめ    

 

ノーマル normal 

wild 

gray 

野生の文鳥と同じ色をした文鳥。原種、並文鳥など

ともいう。 

桜 white spotted サクラ遺伝子がはたらく。白い差し毛が入り、色の

濃淡がある。 

ノーマルやパイドも桜文鳥とよばれることもあり、

曖昧な意味でつかわれることが多い。 

優性白 dominant white サクラ遺伝子をもち、優性白遺伝子のヘテロ接合を

もつ。白文鳥のうち、弥富市で生産されるものなど

国産のこのタイプ。 

劣性白  recessive white 劣性白遺伝子のホモ接合。外国産の白文鳥はおおむ

ねこのタイプ、国産もこのタイプ 

パイド pied 

mottled 

劣性白遺伝子をヘテロでもつ。白地にノーマルの体

色の斑が入る。劣性白文鳥とサクラ文鳥などの交配

の結果生まれる。サクラなど雑多な遺伝子をもって

いることが多い。ごま塩文鳥ともいう。 

シルバー 

 

silver 

opal 

(light silver) 

シルバー遺伝子をホモでもつ。全体に灰色をしてい

る。パイド遺伝子がはたらいているものは、シルバ

ーパイドなどという。 
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シナモン cinnamon 

isabel 

fawn 

brown 

フォーン遺伝子をホモでもつ。赤眼。全体に茶色。

かつては、古代文鳥ともいった。 

アゲイト agate アゲイト遺伝子をホモでもち、ノーマルよりも色が

薄い。シルバーやパステルに似た色調だが、頭部が

濃い茶色、目は暗赤色。 

パステル pastel 

dilute 

dark silver 

パステル遺伝子をホモでもつ。ノーマルよりも全体

的に色が薄くなっている。ダークシルバー、パステ

ルノーマルともいう。 

シルバーイノ isabel opal シルバー遺伝子、フォーン遺伝子をともにホモでも

つ。赤眼。 

ライトシルバー  シルバー遺伝子、パステル遺伝子をともにホモでも

つ。 

クリーム cream 

isabel pastel 

dilute fawn 

シルバー遺伝子、パステル遺伝子をともにホモでも

つ。赤眼。 

ライトシルバー

イノ 

 シルバー遺伝子、フォーン遺伝子、パステル遺伝子

がすべてはたらく。三種の遺伝子によって色素が抑

制されるので、体色は非常に薄く、白に近い。赤眼。 

イノ  一般に、赤い目の品種のことをイノと呼ぶ。イノ文

鳥と呼ばれるのは、シルバーイノが多いようだ。 

クリームイノ  色が薄く眼が赤い文鳥をクリームイノと呼ぶ事が

ある。遺伝的背景は一定せず、クリームの中で色が

薄いもの、ライトシルバーイノ、アゲイト遺伝子を

もつもの、その他。 

アルビノ albino 文鳥のアルビノは、次の二種の白とシナモンの結合

種が、赤眼、白色という特徴をもっているためこう

呼ばれる。 

（１）優性白遺伝子をヘテロでもち、フォーン遺伝

子をホモでもつ。 

（２）劣性白遺伝子をホモでもち、フォーン遺伝子

をホモでもつ。 

ブルー blue 以前、ブルー文鳥として売られている文鳥いた。シ

ルバーのような体色で、少し青みがかった個体をい
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うようである。 

頬黒 black 

black cheeked 

ノーマル文鳥の頬は白いが、この部分が黒い文鳥が

稀に存在する。これを頬黒という。換羽のたびに、

黒い羽毛が抜けて、白くなる。単純な遺伝をする形

質ではないようだ。 

たとえば、頬黒にシルバー遺伝子がはらたくと、頬

の部分もシルバーの色になる。 

 

品種ごとの遺伝子型を示す。ノーマル文鳥の遺伝子を次のように変更したのが、それぞれ

の品種の遺伝子型である。 

 

 サクラ 優性白 劣性白 シルバー フォーン アゲイト パステル 

ノーマル        

サクラ ( skr )       

優性白 ( skr ) Dwh/+      

劣性白   rwh/rwh     

パイド   rwh/ +      

シルバー    slv/slv    

シナモン     fwn/fwn   

アゲイト      agt/agt  

パステル       pst/pst 

pst/W 

シルバー

イノ 

   slv/slv fwn/fwn   

ライトシ

ルバー 

   slv/slv   pst/pst 

pst/W 

クリーム     fwn/fwn  pst/pst 

pst/W 

ライトシ

ルバーイ

ノ 

   slv/slv fwn/fwn  pst/pst 

pst/W 

優性アル

ビノ 

( skr ) Dwh/+   fwn/fwn   

劣性アル

ビノ 

  rwh/rwh  fwn/fwn   
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§§§§14141414    繁殖繁殖繁殖繁殖へのへのへのへの応用応用応用応用（（（（１１１１））））品種品種品種品種のののの結合結合結合結合    

ここでは、品種の結合をさせる方法について説明する。まず、シルバーとシナモンから、

それらの結合品種であるシルバーイノを作る方法。 

 

シルバーＡとシナモンＢを交配し、Ｃノーマル sp シルバー，フォーン、を得る。また、シ

ルバーＤとシナモンＥを交配し、おなじく、Ｆノーマル sp シルバー，フォーン、を得る。

ＤとＦから生まれる子の 1/16 はシルバーイノである。 

 

fwn/+, slv/+ ノーマル sp シルバー×ノー

マル spシルバー +, + +, fwn slv, + slv, fwn 

+, +     

+, fwn     

slv, +     

fwn/+ 

slv/+  

slv, fwn    ♂♂♂♂    ♀♀♀♀    

 

 

つぎに、シナモンとパステルからクリームを作る方法を考える。これは伴性遺伝が関係す

る。まず、パステル（オス）とシナモン（メス）を交配する。このときＦ１は、オスはノ

ーマル sp フォーン，パステル、メスはパステル sp フォーンである。 

 

+/+, pst/pst パステル（オス）×シナモン（メス） 

+, pst 

fwn, + fwn/+, pst/+ fwn/fwn, +/W 

fwn, W fwn/+, pst/W 

 

そこで二組のペアからとった血縁のないＦ１同士を交配すると、1/8 がクリームになる。 

 

fwn/+, pst/+ Ｆ１×Ｆ１ 

+, + +, pst fwn, + fwn, pst 

+, W     

+, pst     

fwn, W    ♀♀♀♀    

fwn/+ 

pst/W 

fwn, pst    ♂♂♂♂    
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性別を逆に、シナモン（オス）とパステル（メス）を交配した場合を考える。この場合、

Ｆ１は、オスはノーマル sp フォーン，パステル、メスはノーマル sp フォーンになる。 

 

fwn/fwn, +/+ シナモン（オス）×パステル（メス） 

fwn, + 

+, pst fwn/+, pst/+ +/+, pst/W 

+, W fwn/+, +/W 

 

したがって、Ｆ１のあいだからは、1/16 の割合でクリームのメスが生まれるが、クリーム

のオスは生まれない。そのため、結合種をつくる方法としては、上手くない。 

 

fwn/+, pst/+ Ｆ１×Ｆ１ 

+, + +, pst fwn, + fwn, pst 

+, W     

+, +     

fwn, W    ♀♀♀♀    

fwn/+ 

+/W  

fwn, +     

 

問題問題問題問題 14141414----1111 アゲイト文鳥とシルバー文鳥から、アゲイトとシルバーの結合品種である、シ

ルバー・アゲイト文鳥を作り出すには、どうしたら良いか？ 

 

問題問題問題問題 14141414----2222 アゲイト文鳥とパステル文鳥から、アゲイトとパステルの結合品種である、パ

ステル・アゲイト文鳥を作り出すには、どうしたら良いか？ 

 

 

§§§§15151515    繁殖繁殖繁殖繁殖へのへのへのへの応用応用応用応用（（（（２２２２））））スプリットスプリットスプリットスプリットのののの利用利用利用利用    

血縁の近いオスのアゲイト文鳥Ａとメスのアゲイト文鳥Ｂがいて、このＡとＢを利用して、

アゲイト文鳥を繁殖させていきたい。もっとも単純な方法は、ＡとＢを交配することだが、

この場合、近親交配になって、不健康な子孫が生じやすい。そのため一つの方法は、ノー

マル文鳥Ｃ，Ｄを用意し、アゲイト文鳥Ａとノーマル文Ｃを交配し、アゲイト文鳥Ｂとノ

ーマル文鳥Ｄを交配する。生まれているのは、すべてノーマル sp アゲイトなので、ＡとＣ

の子どもと、ＢとＤの子どもを交配すると、1/4 はアゲイト文鳥になる。 

 

このノーマル spアゲイトの個体を、ブリーダーはスプリットと呼ぶ。同色の交配を避けて、

スプリットを利用しながら繁殖する事が多い。ここでは、単純な方法ではスプリットをう

まく使えない場合について説明する。 
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結合品種結合品種結合品種結合品種 シルバーとフォーン結合品種であるシルバーイノについて考える。スプリット

を得るために、シルバーイノとノーマルを交配すると生まれてくるのは、ノーマル sp シル

バー，フォーン、となる。このノーマル sp シルバー，フォーン同士を交配したとき、シル

バーイノは 1/16 しか生まれない。より効率的にするには、シルバーイノとシルバー（また

はシナモン）を交配する。このとき生まれるのは、シルバーsp フォーンなので、Ｆ１のあ

いだからは、1/4 がシルバーイノになる。 

 

 

伴性遺伝伴性遺伝伴性遺伝伴性遺伝 パステル（メス）のスプリットを採るために、ノーマル（オス）と交配して、

Ｆ１を得たとしよう。このときＦ１のオスは pst/+ であるが、メスは +/W であるからパス

テル遺伝子を持たない。そのため、Ｆ２からはメスのパステルしか生まれない。したがっ

て、パステル文鳥を殖やそうとするならば、パステルのオスを用意する。パステル（オス）

とノーマル（メス）の交配で得るＦ１は、オスは pst/+ 、メスは pst/W であるから、Ｆ２

の 1/2 はパステルになる。 

 

問題問題問題問題 15151515----1111 上の例で、ノーマル C，Ｄの代わりに、桜文鳥をつかうのは好ましくない。な

ぜか？ 

 

問題問題問題問題 15151515----2222 アゲイトとシルバーの結合品種であるアゲイト・シルバーを殖やしたい。その

ために、アゲイト・シルバーとシルバーを交配しＦ１を得た。 

（１） Ｆ１の遺伝子型は何か？ 

（２） Ｆ１同士から生まれるＦ２の中の、アゲイト・シルバーの割合を求めよ。 

（３） Ｆ１とアゲイト・シルバーを交配したときには、アゲイト・シルバーはどれだけの

割合で生まれるか？ 

 

問題問題問題問題 15151515----3333 クリーム文鳥を、オスとメスの 1 羽ずつ入手した。これらを殖やしたい。 

（１） クリーム（オス）とシナモンのスプリットを採ることにする。スプリットの遺伝子

型を答えよ。 

（２） このスプリットのオスとクリーム（メス）を交配した場合、クリームはどれだけの

割合で生まれるか？ 

 

 

§§§§16161616    家系分析家系分析家系分析家系分析    

いままでの知識を組み合わせて、やや複雑な例について考える事ができる。ネット上で見

聞した例を挙げる。♂はオス、♀はメス意味する。また、slv, fwn, pst をそれぞれ、s, f, p
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と書く。 

 

例題例題例題例題１１１１    

クリーム sp シルバー（♂）とシルバーsp フォーン（♀）からはどんな子どもが生まれるか？ 

解答解答解答解答    

考える遺伝子の数が多いときも、同じように考えれば良い。遺伝子型は、 

 

クリーム sp シルバー（♂）s/+, f/f, p/p 

シルバーsp フォーン（♀）s/s, f/+, +/W 

 

である。よって下の表の通りになる。 

 

  s/+, f/f/, p/p 

  +, f, p s, f, p 

s, +, + s/+, f/+, p/+ ノーマル♂ s/s, f/+, p/+ シルバー♂ 

s, f, + s/+, f/f, p/+ シナモン♂ s/s, f/f, p/+ シルバーイノ♂ 

s, +, W s/+, f/+, p/W パステル♀ s/s, f/+, p/W ライトシルバー♀ 

s/s 

f/+ 

+/W 

s, f, W s/+, f/f, p/W クリーム♀ s/s, f/f, p/W ライトシルバーイノ♀ 

 

 

例題例題例題例題２２２２    

 

    

解答解答解答解答 

フォーン遺伝子に関して、Ｃの遺伝子型は f/f であり、Ｄは f/+ または、+/+ であるから、

Ｂシナモン♀ Ａクリーム♂ 

Ｅシナモン♂ 

Ｄライトシルバー♀ Ｃクリーム♂ 

Ｆライトシルバー♀ 

このペアから生まれるのは、どのような文鳥

か？ただし、Ｅはシルバー遺伝子をもっていな

いと仮定してよい。 
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Ｆは f/+ でなければならない。よって、Ｆは遺伝子型、s/s, f/+, p/W. 

 

Ｅの遺伝子型は、+/+, f/f, p/+であるので、生まれるのは、次表の通り。 

 

+/+, f/f, p/+  

+, f, + +, f, p 

s, +, W s/+, f/+, +/W ノーマル♀ s/+, f/+, p/W パステル♀ 

s, +, p s/+, f/+. p/+ ノーマル♂ s/+, f/+. p/p パステル♂ 

s, f, W s/+, f/f, +/W シナモン♀ s/+, f/f, p/W クリーム♀ 

s/s 

f/+ 

p/W 

s, f, p s/+, f/f, p/+ シナモン♂ s/+, f/f, p/p クリーム♂ 

 

※ Ｅと F が、アゲイトなどの遺伝子を持っていた場合は、結果が異なるが、ここでは無視した。 

 

例題例題例題例題３３３３    

ある家に次の４羽の文鳥がいた。Ａシルバー♂、Ｂシナモン♀、Ｃクリーム♂、Ｄ劣性白

♀。ＡとＢの夫婦に生まれたのは、すべてノーマルであった。これらのうち１羽を、Ｅノ

ーマル♂とする。ＣとＤの夫婦に生まれたのは、すべてノーマル・パイドであった。これ

らのうち１羽をＦパイド♀とする。このＥとＦのあいだには、シルバーが１羽、ノーマル

が３羽生まれた。この家の文鳥はすべて手乗りで、毎日一定の時間、文鳥たちは放鳥され、

自由に行動している。ＥとＦをこれ以上繁殖させるのは望ましくない。その理由は何か？ 

 

解答解答解答解答    

パステル遺伝子に着目すると、Ｃは p/p、Ｄは+/W であるから、Ｆは p/W である。つまり、

Ｆはパステル化したパイドでなければならない。したがって、Ｆの父親はＣではない。 

また、ＥとＦからシルバーが生まれているため、Ｆが誰かからシルバーの遺伝子を受け継

いでいることが分かる。これらから、Ｆの本当の父親はＡであると推測され、ＥとＦは共

通の父をもつので、繁殖は望ましくない。 

 

 

問題問題問題問題 16 16 16 16----1111 ノーマル文鳥の夫婦からクリーム文鳥が生まれた。 

（１） このクリーム文鳥の性別は何か？ 

（２） クリーム文鳥の兄弟姉妹として、どんな色が生まれる可能性があるか？ 

 

問題問題問題問題 16161616----2222 以下はあるサイトに投稿された質問である。シルバー、フォーン、パステルの

遺伝子に着目して、回答せよ。 
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文鳥の遺伝に詳しい方ご教授ください m(_ _)m 

我が家で生まれた女の子にお婿さんを迎えました。 

掛け合わせによっては色と性別が分かるときいたので、詳しい方教えてください。  

 

♀クリームスプリットのシナモンＡ 

（シナモンＢ×クリームＣ） 

兄弟はすべてクリームスプリットのシナモンでした。 

 

♂シルバーイノＤ 

(両親の色不明） 

兄弟にライトシルバー・シルバーイノ・クリームがいます。 

 

[補足] 

シルバーイノの兄弟ですが、雛のうちに里子に貰われていって、雌雄不明です。 

両親の色はライトシルバーＥとシルバーイノＦだそうです。 

 

問題問題問題問題 16161616----3333 シルバー・アゲイトなのかパステル・アゲイトなのか良く分からない文鳥がい

る。外見の違いを知る詳しい人がいない。どうやって判別したら良いか？ 
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交配表交配表交配表交配表    

いままでに述べたことから、異なる品種間の交配について、どのような子が生まれるか、

計算できる。ここでは、その結果を一覧にして示す。 

 

表の見方 

 

品種名１ 

品種名２ サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

品種名３      

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

      

 

 

品種名１と品種名２のあいだに生まれる子としてありうるものを、品種名３に示した。品

種名１と品種名２について、§13 にある遺伝子型をもつとして計算した。つまり、スプリ

ットは無いものとしている。スプリットをもつ場合には、ここに挙げたもの以外の色も生

まれる。 

 

品種名３では、表現型のみを記し、スプリットは無視した。また、複数の遺伝子が表現型

として現れるときは、＋記号をもちいて列挙した。たとえば「パイド＋シナモン」とは、

パイド遺伝子とフォーン遺伝子がともにはたらき、パイド化したシナモン文鳥（いわゆる

シナモンパイド）になることを示している。 

 

※ この表は第１版のものをそのまま掲載したので、すでに述べた事柄と一部ずれている。とくに、サクラ遺伝子に関

しては、相違がある。 
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ノーマル（オス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル サクラ サクラ 1/2 

優性白 1/2 

パイド ノーマル 1/2 

パイド 1/2 

ノーマル 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

ノーマル ノーマル ノーマル ノーマル ノーマル ノーマル 

 

ノーマル（メス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル サクラ サクラ 1/2 

優性白 1/2 

パイド ノーマル 1/2 

パイド 1/2 

ノーマル 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

ノーマル ノーマル（オス）

1/2 

パステル（メス）

1/2 

ノーマル ノーマル（オス）

1/2 

パステル（メス） 

1/2 

ノーマル ノーマル（オス）

1/2 

パステル（メス）

1/2 

 

サクラ（オス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

サクラ サクラ サクラ 1/2 

優性白 1/2 

サクラ＋パイド サクラ 1/2 

サクラ＋パイド 1/2 

サクラ 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

サクラ サクラ サクラ サクラ サクラ サクラ 
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サクラ（メス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

サクラ サクラ サクラ 1/2 

優性白 1/2 

サクラ＋パイド サクラ 1/2 

サクラ＋パイド 1/2 

サクラ 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

サクラ サクラ（オス）1/2 

サクラ＋パステ

ル（メス）1/2 

サクラ サクラ（オス）1/2 

サクラ＋パステ

ル（メス）1/2 

サクラ サクラ（オス）1/2 

サクラ＋パステ

ル（メス）1/2 

 

 

優性白（オス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

サクラ 1/2 

優性白 1/2 

サクラ 1/2 

優性白 1/2 

サクラ 1/3 

優性白 2/3 

サクラ＋パイド

1/2 

優性白 1/2 

サクラ 1/8 

優性白 1/2 

パイド 1/8 

劣性白 1/4 

サクラ 1/2 

優性白 1/2 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

サクラ 1/2 

優性白 1/2 

サクラ 1/2 

優性白 1/2 

サクラ 1/2 

優性白 1/2 

サクラ 1/2 

優性白 1/2 

サクラ 1/2 

優性白 1/2 

サクラ 1/2 

優性白 1/2 

 

優性白（メス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

サクラ 1/2 

優性白 1/2 

サクラ 1/2 

優性白 1/2 

サクラ 1/3 

優性白 2/3 

サクラ＋パイド

1/2 

優性白 1/2 

サクラ 1/8 

優性白 1/2 

パイド 1/8 

劣性白 1/4 

サクラ 1/2 

優性白 1/2 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

サクラ 1/2 

優性白 1/2 

サクラ（オス）1/4 

サクラ＋パステ

ル（メス）1/4 

優性白 1/2 

サクラ 1/2 

優性白 1/2 

サクラ（オス）1/4 

サクラ＋パステ

ル（メス）1/4 

優性白 1/2 

サクラ（オス）1/4 

サクラ+パステル

（メス）1/4 

優性白 1/2 

サクラ 1/4 

サクラ+パステル

（メス）1/4 

優性白 1/2 
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劣性白（オス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

パイド サクラ＋パイド 優性白 1/2 

サクラ＋パイド

1/2 

劣性白 劣性白 1/2 

パイド 1/2 

パイド 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

パイド パイド パイド パイド パイド パイド 

 

劣性白（メス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

パイド サクラ＋パイド 優性白 1/2 

サクラ＋パイド

1/2 

劣性白 劣性白 1/2 

パイド 1/2 

パイド 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

パイド パイド（オス）1/2 

パイド＋パステ

ル（メス）1/2 

パイド パイド（オス）1/2 

パイド＋パステ

ル（メス）1/2 

パイド（オス）1/2 

パイド＋パステル

（メス）1/2 

パイド（オス）1/2 

パイド＋パステ

ル（メス）1/2 

 

パイド（オス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル 1/2 

パイド 1/2 

サクラ 1/2 

サクラ＋パイド 

サクラ＋パイド

1/4 

サクラ 1/4 

優性白 1/2 

劣性白 1/2 

パイド 1/2 

ノーマル 3/16 

劣性白 1/4 

パイド 9/16 

ノーマル 1/2 

パイド 1/2 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

ノーマル 1/2 

パイド 1/2 

ノーマル 1/2 

パイド 1/2 

ノーマル 1/2 

パイド 1/2 

ノーマル 1/2 

パイド 1/2 

ノーマル 1/2 

パイド 1/2 

ノーマル 1/2 

パイド 1/2 
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パイド（メス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル 1/2 

パイド 1/2 

サクラ 1/2 

サクラ＋パイド 

サクラ＋パイド

1/4 

サクラ 1/4 

優性白 1/2 

劣性白 1/2 

パイド 1/2 

ノーマル 3/16 

劣性白 1/4 

パイド 9/16 

ノーマル 1/2 

パイド 1/2 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

ノーマル 1/2 

パイド 1/2 

ノーマル（オス）

1/4 

パステル（メス）

1/4 

パイド（オス）1/4 

パイド＋パステ

ル（メス）1/4 

ノーマル 1/2 

パイド 1/2 

ノーマル（オス）

1/4 

パステル（メス）

1/4 

パイド（オス）1/4 

パイド＋パステ

ル（メス）1/4 

ノーマル（オス）1/4 

パステル（メス）1/4 

パイド（オス）1/4 

パイド＋パステル

（メス）1/4 

ノーマル（オス）

1/4 

パステル（メス）

1/4 

パイド（オス）1/4 

パイド＋パステ

ル（メス）1/4 

 

 

シルバー（オス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル サクラ サクラ 1/2 

優性白 1/2 

パイド ノーマル 1/4 

パイド 3/4 

シルバー 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

ノーマル ノーマル シルバー シルバー ノーマル シルバー 

 

シルバー（メス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル サクラ サクラ 1/2 

優性白 1/2 

パイド ノーマル 1/4 

パイド 3/4 

シルバー 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

ノーマル ノーマル（オス） 

1/2 

パステル（メス） 

1/2 

シルバー シルバー（オス） 

1/2 

ライトシルバー

（メス）1/2 

ノーマル（オス）1/2 

パステル（メス）1/2 

シルバー（オス）

1/2 

ライトシルバー

（メス）1/2 
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シナモン（オス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル サクラ サクラ 1/2 

優性白 1/2 

パイド ノーマル 1/4 

パイド 3/4 

ノーマル 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

シナモン ノーマル シナモン ノーマル シナモン シナモン 

 

シナモン（メス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル サクラ サクラ 1/2 

優性白 1/2 

パイド ノーマル 1/4 

パイド 3/4 

ノーマル 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

シナモン ノーマル（オス）

1/2 

パステル（メス）

1/2 

シナモン ノーマル（オス）

1/2 

パステル（メス）

1/2 

シナモン（オス）1/2 

クリーム（メス）1/2 

シナモン（オス）

1/2 

クリーム（メス）

1/2 

 

パステル（オス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル（オス）

1/2 

パステル（メス）

1/2 

サクラ（オス）1/2 

サクラ+パステル

（メス）1/2 

サクラ（オス）1/4 

サクラ+パステル

（メス）1/4 

優性白 

パイド（オス）1/2 

パイド＋パステ

ル（メス）1/2 

ノーマル（オス）1/8 

パステル（メス）1/8 

パイド（オス）3/8 

パイド＋パステル

（メス）3/8 

ノーマル（オス）

1/2 

パステル（メス） 

1/2 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

ノーマル（オス）

1/2 

パステル（メス） 

1/2 

パステル ノーマル（オス）

1/2 

パステル（メス） 

1/2 

パステル パステル パステル 
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パステル（メス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル サクラ サクラ 1/2 

優性白 1/2 

パイド ノーマル 1/4 

パイド 3/4 

ノーマル 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

ノーマル パステル ノーマル パステル パステル パステル 

 

シルバーイノ（オス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル サクラ サクラ 1/2 

優性白 1/2 

パイド ノーマル 1/4 

パイド 3/4 

シルバー 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

シナモン ノーマル シルバーイノ シルバー シナモン シルバーイノ 

 

シルバーイノ（メス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル サクラ サクラ 1/2 

優性白 1/2 

パイド ノーマル 1/4 

パイド 3/4 

シルバー 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

シナモン ノーマル（オス）

1/2 

パステル（メス）

1/2 

シルバーイノ シルバー（オス）

1/2 

ライトシルバー

（メス）1/2 

シナモン（オス）1/2 

クリーム（メス）1/2 

シルバーイノ（オ

ス）1/2 

ライトシルバー

イノ（メス）1/2 
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ライトシルバー（オス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル（オス）

1/2 

パステル（メス）

1/2 

サクラ（オス）1/2 

サクラ+パステル

（メス）1/2 

サクラ（オス）1/4 

サクラ＋パステ

ル（メス）1/4 

優性白 1/2 

パイド（オス）1/2 

パイド＋パステ

ル（メス）1/2 

ノーマル（オス）1/8 

パステル（メス）1/8 

パイド（オス）3/8 

パイド+パステル

（メス）3/8 

シルバー（オス）

1/2 

ライトシルバー

（メス）1/2 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

シナモン（オス）

1/2 

クリーム（メス）

1/2 

パステル シルバー（オス）

1/2 

ライトシルバー

（メス）1/2 

ライトシルバー パステル ライトシルバー 

 

ライトシルバー（メス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル サクラ サクラ 1/2 

優性白 1/2 

パイド ノーマル 1/4 

パイド 3/4 

シルバー 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

ノーマル パステル シルバー ライトシルバー パステル ライトシルバー 

 

クリーム（オス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル（オス）

1/2 

パステル（メス）

1/2 

サクラ（オス）1/2 

サクラ+パステル

1/2 

サクラ（オス）1/4 

サクラ+パステル

1/4 

優性白 1/2 

パイド（オス）1/2 

パイド＋パステ

ル（メス）1/2 

ノーマル（オス）1/8 

パステル（メス）1/8 

パイド（オス）3/8 

パイド+パステル

（めす）3/8 

ノーマル（オス）

1/2 

パステル（メス）

1/2 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

シナモン（オス）

1/2 

クリーム（メス）

1/2 

パステル シナモン（オス）

1/2 

クリーム（メス）

1/2 

パステル クリーム クリーム 
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クリーム（メス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル サクラ サクラ 1/2 

優性白 1/2 

パイド ノーマル 1/4 

パイド 3/4 

ノーマル 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

シナモン パステル シナモン パステル クリーム クリーム 

 

ライトシルバーイノ（オス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル（オス）

1/2 

パステル（メス）

1/2 

サクラ（オス）1/2 

サクラ+パステル

（メス）1/2 

サクラ（オス）1/4 

サクラ+パステル

（メス）1/4 

優性白 1/2 

パイド（オス）1/2 

パイド+パステル

（メス）1/2 

ノーマル（オス）1/8 

パステル（メス）1/8 

パイド（オス）3/8 

パイド+パステル

（メス）3/8 

シルバー（オス）

1/2 

ライトシルバー

（メス）1/2 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

シナモン（オス）

1/2 

クリーム（メス）

1/2 

パステル シルバーイノ（オ

ス）1/2 

ライトシルバー

イノ（メス）1/2 

ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

 

ライトシルバーイノ（メス） 

ノーマル サクラ 優性白 劣性白 パイド シルバー 

ノーマル サクラ サクラ 1/2 

優性白 1/2 

パイド ノーマル 1/4 

パイド 3/4 

シルバー 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 

シナモン パステル シルバーイノ ライトシルバー クリーム ライトシルバー

イノ 
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問題問題問題問題のののの解答解答解答解答    

問題問題問題問題 2222----1111    

（１） agt/agt（２）agt/+ （３）slv/slv, agt/+ （４）slv/+, agt/agt（５）slv/+, agt/+ 

問題問題問題問題 2222----2222    

（１） シナモン（２）シナモン sp アゲイト（３）アゲイト sp フォーン（４）ノーマル sp

フォーン，アゲイト 

問題問題問題問題 3333----1111    

（１） fwn/+ 

（２） 下表により、ノーマル：シナモン＝１：３ 

fwn/+ 
 

+ fwn 

+ +/+ fwn/+ fwn/+ 

 fwn fwn/+ fwn/fwn 

（３） 下表により、すべてノーマル。 

+/+ 
 

+ 

+ +/+ fwn/+ 

 fwn fwn/+ 

（４） 下表により、ノーマル：シナモン＝１：１ 

fwn/fwn 
 

fwn 

+ fwn/+ fwn/+ 

 fwn fwn/fwn 

    

    

問題問題問題問題４４４４----１１１１    

（１） 下表より、ノーマル：シナモン＝１：１ 

 

+/+, fwn/fwn  

+, fwn 

slv, + slv/+, fwn/+ slv/slv 

fwn/+ slv, fwn slv/+, fwn/fwn 

（２） 下表より、シルバー：シルバーイノ＝３：１ 
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slv/slv, fwn/+ 
 

slv, + slv, fwn 

slv, + slv/slv, +/+ slv/slv, fwn/+ slv/slv 

fwn/+ slv, fwn slv/slv, fwn/+ slv/slv, fwn/fwn 

（３） 下表より、ノーマル：シルバー：フォーン：シルバーイノ＝１：１：１：１ 

slv/slv, fwn/+ 
 

slv, + slv, fwn 

+, fwn slv/+, fwn/+ slv/+, fwn/fwn slv/+ 

fwn/fwn slv, fwn slv.slv, fwn/+ slv/slv, fwn/fwn 

（４） 下表より、すべてノーマル 

slv/+, +/+ 
 

+, + slv, + 

+ + +/+, +/+ slv/+, +/+ +/+ 

fwn/+ +, fwn +/+, fwn/+ slv/+ fwn/+ 

問題問題問題問題 4444----2222    

（１） slv/+, agt/+ 

（２） 下表より、ノーマル：シルバー：アゲイト：シルバー・アゲイト＝９：３：３：１ 

slv/+, agt/+  

+, + +, agt slv, + slv, agt 

+, + +/+, +/+ +/+, agt/+ slv/+, +/+ slv/+, agt/+ 

+, agt +/+, agt/+ +/+, agt/agt slv/+, agt/+ slv/+, agt/agt 

slv, + slv/+, +/+ slv/+, agt/+ slv/slv, +/+ slv/slv, agt/+ 

slv/+ 

agt/+ 

slv, agt slv/+, agt/+ slv/+, agt/agt slv/slv, agt/+ slv/slv, agt/agt 

 

    

問題問題問題問題 5555----1111    

Ｆ１の遺伝子型は、オス pst/+、メス pst/W になる。 

パステル・オス pst/pst  

pst 

+ pst/+ （ノーマル♂） ノーマル・メス 

+/W W pst/W （パステル♀） 

したがって、ノーマル♂：ノーマル♀：パステル♂：パステル♀＝１：１：１：１ 
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pst/+ 
 

+ pst 

W +/W pst/W pst/W 

 pst pst/+ pst/pst 

問題問題問題問題 5555----2222    

Ｆ１の遺伝子型は、オス pst/+、メス+/W になる。 

ノーマル・オス +/+  

+ 

W +/W （ノーマル♀） パステル・メス 

pst/W pst pst/+ （ノーマル♂） 

したがって、ノーマル♂：ノーマル♀；パステル♀＝２：１：１ 

pst/+ 
 

+ pst 

W +/W pst/W +/W 

 + +/+ pst/+ 

問題問題問題問題 5555----3333    

下表より、シナモン♂：シナモン♀：クリーム♀＝２：１：１ 

fwn/fwn, pst/+ 
 

fwn, + fwn, pst 

fwn, W fwn/fwn, +/W fwn/fwn, pst/W fwn/fwn 

+/W fwn, + fwn/fwn, +/+ fwn/fwn, pst/+ 

 

    

    

問題問題問題問題 6666----1111    

（１） 下表により、パイド：劣性白＝１：１ 

rwh/rwh 
 

rwh 

+ rwh/+ rwh/+ 

 rwh rwh/rwh 

（２） 下表により、シナモン：シナモン・パイド＝１：１ 
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+/+, fwn/fwn 
 

+, fwn 

+, fwn ++, fwn/fwn rwh/+ 

fwn/fwn rwh, fwn rwh/+, fwn/fwn 

（３） 下表により、パイド：シナモン・パイド＝１：１ 

+/+, fwn/fwn 
 

+, fwn 

rwh,+ rwh/+, fwn/+ rwh/rwh 

fwn/+ rwh, fwn rwh/+, fwn/fwn 

（４） 下表により、パイド♂：パステル・パイド♀＝１：１ 

+/+, pst/pst  

+, pst 

rwh, W rwh/+, pst/W rwh/rwh 

+/W rwh, + rhw/+, pst/+ 

    

問題問題問題問題 7777----1111    

（１） 遺伝子型 slv/+, (skr) なので、桜文鳥。 

（２） 下表により、桜：シルバー・サクラ＝１；１ 

slv/slv 
 

slv 

+ slv/+ slv/+ 

 slv slv/slv 

 

問題問題問題問題 9999----1111    

（１） 下表により、優性アルビノ：シナモン＝１：１ 

+/+, fwn/fwn  

+, fwn 

Dwh, fwn Dwh/+, fwn/fwn Dwh/+ 

fwn/fwn +, fwn +/+, fwn/fwn 

（２） すべて、シナモン・パイド 

 

問題問題問題問題 9999----2222    
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（１） rwh/+, fwn/+ 

（２） 下表により、ノーマル：パイド：シナモン：シナモン・パイド：劣性白：アルビノ

＝３：６：１：２：３：１ 

rwh/+, fwn/+  

+, + +, fwn rwh, + rwh, fwn 

+, + +/+, +/+ +/+, fwn/+ rwh/+.+/+ rwh/+, fwn/+ 

+, fwn +/+, fwn/+ +/+, fwn/fwn rwh/+, fwn/+ rwh/+, fwn/fwn 

rwh, + rwh/+, +/+ rwh/+, fwn/+ rwh/rwh, +/+ rwh/rwh, fwn/+ 

rwh/+ 

fwn/+ 

rwh, fwn rwh/+, fwn/+ rwh/+, fwn/fwn rwh/rwh, fwn/+ rwh/rwh, fwn/fwn 

 

問題問題問題問題 10101010----1111    

下表により、モカブラウン：レッドブラウン＝１：１ 

fwn2/fwn2 
 

fwn2 

fwn1 fwn1/fwn2 fwn1/fwn2 

 fwn2 fwn2/fwn2 

 

問題問題問題問題 10101010----2222    

下表により、ノーマル：モカブラウン＝３：１ 

fwn2/+ 
 

+ fwn2 

+ +/+ fwn2/+ fwn1/+ 

 fwn1 fwn1/+ fwn1/fwn2 

 

問題問題問題問題 14141414----1111 アゲイトとシルバーから得たＦ１同士を交配すれば、生まれる子の 1/16 がシル

バー・アゲイトである。 

問題問題問題問題 14141414----2222 アゲイト♀とパステル♂から得たＦ１同士を交配すれば、生まれる子の 1/8 が

アゲイト・パステルである。 

問題問題問題問題 15151515----1111 サクラの形質が遺伝し、子孫に白い差し毛が混じってしまうため。 

問題問題問題問題 15151515----2222 （１）slv/slv, agt/+（２）1/4（３）1/2 

問題問題問題問題 15151515----3333 （１）オス fwn/fwn, pst/+、メス fwn/fwn, pst/W（２）1/2 

問題問題問題問題 16161616----2222    

（１） ノーマルの間からクリームが生まれるためには、パステル遺伝子が父 p/+、母

+/W、子ども p/W の場合しかない。よって、このクリームはメスである。 
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（２） 遺伝子型が父 f/+, p/+、母 f/+, +/W である事が分かるので、次の表により、ノ

ーマル♂♀、シナモン♂♀、パステル♀、クリーム♀ 

f/+, p/+  

+, + +, p f, + f, p 

+, W +/+, +/W +/+, p/W f/+, +/W f/+, p/W 

+, + +/+, +/+ +/+, p/+ f/+, +/+ f/+, p/+ 

f, W f/+, +/W f/+, p/W f/f, +/W f/f, p/W 

f/+ 

+/W  

f, + f/+, +/+ f/+, p/+ f/f, +/+ f/f, p/+ 

 

問題問題問題問題 16161616----3333 まず、Ｄについて考える。Ｄは、パステル遺伝子に関して、+/+ または p/+ で

ある。 

① Ｅがオス、Ｆがメスである場合。ＥとＦのパステル遺伝子は、p/p と+/W であるか

ら、Ｄの遺伝子型は、p/+である。 

p/p 
 

p 

+ p/+ 
+/W 

W p/W 

② Ｆがオス、Ｅがメスである場合。Ｅのパステル遺伝子は、p/W である。Ｆのパス

テル遺伝子が、+/+ であるとすると、ＥとＦからは、ライトシルバーとクリームは

生まれない。 

+/+ 
 

+ 

p p/+ 
p/W 

W +/W 

 よって、Ｆは、p/+ である。したがって、Ｄの遺伝子型は、p/+ である。 

p/+ 
 

+ p 

p p/+ p/p 
p/W 

W +/W p/W 

①、②から、Ｄの遺伝子型は、s/s, f/f, p/+ であることが分かる。 

 

Ａについて、シルバー遺伝子の有無で場合分けをする。 
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[１] シルバー遺伝子をもたない場合。Ａの遺伝子型は、+/+, f/f, +/W である。次表よ

り、シナモン♂：シナモン♀：クリーム♀＝２：１：１． 

s/s, f/f, p/+ 
 

s, f, + s, f, p 

+, f, W s/+, f/f, +/W s/+, f/f, p/W +/+ 

f/f 

+/W +, f. + s/+, f/f, +/+ s/+, f/f, p/+ 

[２] シルバー遺伝子をもつ場合。Ａの遺伝子型は、s/+, f/f, +/W である。次表より、

シナモン♂：シナモン♀：クリーム♀：シルバーイノ♂：シルバーイノ♀：ライトシ

ルバーイノ♀＝２：１：１：２：１：１． 

s/s, f/f, p/+  

s, f, + s, f, p 

+, f, W s/+, f/f, +/W s/+, f/f, p/W 

+, f, + s/+, f/f, +/+ s/+, f/f, p/+ 

s, f, W s/s, f/f, +/W s/s, f/f, p/W 

s/+ 

f/f 

+/W 

s, f, + s/s, f/f, +/+ s/s, f/f, p/+ 

 

※ 質問中で、クリームスプリットのシナモンという言い方を用いている。ブリーダーによっては、片親がクリー

ムであるという意味で、クリーム・スプリットという言い方をするため、遺伝的な情報を示しているとは限らない。

このＡの場合は、遺伝的には、ただのシナモンである。 

 解答では、Ａがシルバー遺伝子をもっている場合も考えたが、もっているという積極的な理由がない場合、省い

ても良いと思う。 

 

問題問題問題問題 16161616----4444 この文鳥とシルバーを交配したとき、シルバー・アゲイトならば、生まれてく

るのは、シルバーまたはシルバーの結合品種である。そうでなければ、パステル・アゲイ

トだと分かる。 
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